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                      「扶老携幼」の人間愛と「官」・「民」 
                                                                 
               宮城教育大学長 高橋孝助  
 
  広い地域がひどい飢饉に襲われ、雨乞いをしたり神仏にすがったりするが、田畑に収
穫はなく、穀物価格は高騰して買うこともできず、田畑はもとより家屋や衣服、はては
鍋釜の類いまで売っても二束三文、樹皮、草根、泥土、ロバの糞など、口に入る物は何
でも食いつくし、死人の肉はもちろん生きた人の肉まで食べる、女子や婦人を売るのも
めずらしくない・・・。こうして、最初はもっとも貧しい、蓄えのない家から、年寄り
に肩を貸し、子供の手を引いて、なけなしの身の回りの品を肩に担いで、村を捨てて流
れ出し、各地を物乞いをしながらぼろぼろになってさまよい歩く。これはやがて、中程
度の家に、そしてついには「小康殷実」（余裕のある家）へと及ぶ。四字熟語風に「扶
老携幼」、「背負肩挑」、「飢民載道」、「流離轉徙」などと表現して、厳しい飢饉の
中で起こる難民について描写している史料がある。ここでは飢餓暴動すら起こらない。
まさに全村崩壊の様子である。しかし、やがて飢饉が過ぎ、各地をさまよい生き残った
者たちは村に戻ってくる。数年たつとまた村は細々と蘇る。「忍従」の中に、貧乏は貧
乏なりに再生し、村は生気を取り戻す。土地が「富み」の根源であり、より多い「富み」
を生み出すものなのである。土地は飢饉のため一時は捨てた村に存在するのだから、何
としても村に戻らねばならない。それが信じられないような山間部にあろうとも、数年
もたたないうちにまた飢饉に襲われ、イナゴの異常発生に襲われるような土地であろう
とも。「扶老携幼」というのは、こうした極限状況の中で見られる家族への、肉親への
ぎりぎりの愛であり、究極の愛である。 
 こうした難民の惨状を救うために「官」も「民」も総力を挙げる。そして故郷の村へ
返すために手立てを尽くす。これらは人為的な原因によって起こる災害ではないのだし、
個々人の怠惰によるものでもない。だから難民も被災地も「憐れみ」の対象になるし、
「官」は広域に機能する権力をもって、「民」は自らの「富み」を義援金として拠出す
ることによって、それぞれに、しばしば連携して救済に立ち上がる。その根底には姑息
な政治的な打算はない。「官」は救済事業を取り仕切ることによって「官」としての威
厳を保ち、「民」は自ら蓄えた「富み」を分け与え、人道的な行いをしたとして満足を
得る。こうしたサイクルの中に、貧しい村も数百年の歴史を刻んできた。言い換えれば、
取るに足らない村でも見捨てられることはなく、社会挙げての救済のもとに再生したの
である。本来「官」「民」とはこのようにあるものではないか。 
 しかし、市場経済主義が導入され、経済合理性が全面にたつ時代になると、こうした
サイクルは徐々に崩壊を始める。市場主義経済にとっては上記のような村はまことに効
率が悪い存在であり、再生するには値しない、単なる人的資源の供給地としての価値し
かもたなくなる。「富み」は極端に都市、なかんずく巨大都市に偏在し、「富み」の再
配分も非効率的な部門には向けられることが少なくなる。どんなにひどい災害に襲われ
ようとも再生してきた村から、ここに至って人影が消える。土地への執着からやむを得
ず都市に働き口を求めた村人は、人的資源としてある間はいいが、都市経済のバブルが
弾け、必要がなくなると、今度は帰る先さえ失いかねないのである。 
 以上は百年も前のことについて書いた拙著『飢饉と救済の社会史』のまことに簡単な
要約であるが、今ではこれから類推するところになぜか我が身があるような気がしてし
まうのである。 
    こうした現象を土地に対する執着（愛情）と障害のある娘をもつ家族の愛に着目し
て描いたのがパール・バックの『大地』であった。原作は１９３１年出版。 
                                                         （２００８．２．１９） 
 
 
 
